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今年度の議論のスコープについて
 昨年度は、低圧メーターに関する論点を中心に議論。

 今年度は、昨年度の検討に基づき、①低圧メーターに関する継続検討論点及び②高圧・特高
メーターに関する論点を中心に、検討を行っていくこととしたい。



１．低圧メーターの主な標準機能について

２．高圧・特高メーターの主な標準機能に
ついて
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本日御議論いただきたい点について（低圧メーター関係）

 低圧メーターの主な標準機能に関する以下の論点について、御議論いただきたい。
論点１-① 停電の早期解消機能
論点１-② 特定計量制度に基づく特例計量器データの取扱い
論点１-③ 利便性の高いBルート通信方式（Wi-Fiの搭載等）
論点１-④ 共同検針の仕様検討
論点１-⑤ 仕様及び調達のあり方（共通化に向けた検討等）



（参考）現行の低圧スマートメーターの仕様との比較

：仕様変更なし ：仕様変更案 ：論点あり

※１ 上位システムからの照会（ポーリング）によりスマートメーターのデータを取得する機能
※２ 現行の仕様ではBルートとして、Wi-Sun、PLCを使用
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次
世
代
の
仕
様

Aルート（取得頻度・通知時間）計測粒度 記録期間計測項目 付随機能保存期間
現
行
の
仕
様

（全データ）
30分毎 ・ 60分以内30分値

瞬時値 ポーリング※１、
Bルート※２で取得可能

有効電力量 45日間

有効電力量
電圧 －

・遠隔開閉機
能
・遠隔アンペア
制御(一部)

２年間

－

計測粒度

５分値

瞬時値※３

記録期間計測項目

精算に
必要な期間

データの
サーバー送信
等に必要
な期間

－

（全データ）
30分毎 ・ 60分以内

Aルート（取得頻度・通知時間）

１分値 60分間

需要家の10%程度以上の５分
値を数日以内に
需要家の3%程度以上の瞬時値
※３を10分以内に
注：フレキシビリティの確保に留意

付随機能

【論点1-①】
・停電の早期解
消機能
・遠隔開閉機能
・遠隔アンペア制
御機能（事前
予約機能や系
統運用等に活用
可能な仕組み構
築）

30分値
(15分値は
計量器に
記録のみ)

３年間を軸
に検討

保存期間

計量器 通信・システム

※３ 10分以内にMDMS
等の処理を終えるこ
とを想定

テータ提供

・小売事業者
等

テータ提供

・小売・発電
事業者、アグ
リゲーター、
配電事業者、
エネマネ事業
者 等

ポーリング※１、
Bルートで取得可能

【論点1-③】Bルート通信方式（Wi-Fiの搭載等）

※４ 有効電力量の取得・表示桁数は、MDMSまで８桁でシステム構築

 本日御議論いただきたい主な論点

有効電力量
※４

無効電力量
電圧

有効電力量
※４

有効電力量
※４

【論点1-②】特定計量制度に基づく計量器データ
の取扱い
【論点1-④】共同検針の仕様検討
【論連1-⑤】仕様及び調達のあり方
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論点１-①．停電の早期解消機能
 本年２月の中間とりまとめにおいては、停電の早期解消に資する機能として、Last Gasp機能を
搭載することが記載されたが、その前提となる費用対便益に関しては、費用と便益が拮抗しており、
更なる精査が必要であるとの結果であった。

 さらに、本年5月の電力・ガス基本政策小委員会では、委員より、「スマートメーターの次世代化は
必要だが、費用対効果のバランスが重要。Last Gasp機能についてはコストの要因分析を行う必
要」との意見があった。

 以上を踏まえて、改めて、停電の早期解消に資する機能として、Last Gasp機能について、ユー
スケースごとに検討を行った。

第5回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年2月18日) 資料２（MRI資料）



6

論点１-①．停電の早期解消機能
 Last Gasp機能の搭載により、各戸・中小規模停電（数百件未満）に際しては、停電状況を直ちに把握

できることにより、速やかな対応を実現できるという便益が認められる。
 他方、その実現に当たっては、全メーターへの蓄電池の搭載が必要になるため、費用が大きくなる。
 また、同機能は「停電検知」に活用ができるが、「停電復旧検知」に活用することはできない。
 さらに、より詳細な実務を想定すれば、特に大規模停電（数百件以上）については、停電発生時よりも、高

圧線復旧時の各戸の通電状況を把握する方が引込線の断線把握に資すると考えられる。
 加えて、各戸・中小規模停電についても、個別にポーリング（※１）を行う、又は常時送信される30分値

（※2）を用いれば、Last Gasp機能には劣るものの、現状と比較すれば、速やかな状況把握を行うことも可
能であると考えられる。
（※１）ポーリング機能は、ユースケースごとに様々な活用が可能であるが、例えば、個別の停電状況を確認したり、大規模停電からの復旧

時には、エリアを指定して一括でポーリングをかけるシステムを整備することで、より早期の状況把握が可能となることが期待される。

（※２）現在、災害等緊急時における自治体等へのデータ提供のためのシステムを構築中であり、このシステムを活用可能と考えられる。

 以上を踏まえれば、停電の早期解消するという目的に照らして考えれば、各一般送配電事業者において、
①速やかな「停電検知」に加え、②大規模停電や各戸・中小規模停電からの速やか、かつ網羅的な「停電
復旧検知」を実現するため、既存機能である30分値データやポーリング機能を活用する社内体制及びシステ
ムを構築することにより、より費用対効果の高い形での停電の早期解消が期待できると考えられるのではないか。

 以上の再検討を踏まえ、次世代スマートメーターシステムにおける停電の早期解消に向けての機能としては、
Last Gasp機能の搭載に代えて、一般送配電事業者において上記①②を実現するための社内体制及びシ
ステムを構築することとし、後述のスマートメーター仕様の検討状況と併せて、その構築状況をフォローアップして
いくこととしてはどうか。
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（参考）論点１-①. 停電の早期解消機能 第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-①. 停電の早期解消機能 第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-①. 停電の早期解消機能 第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-①. 停電の早期解消機能 第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-①. 停電の早期解消機能 第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-①. 停電の早期解消機能 第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）



13

論点１-②. 特定計量制度に基づく特例計量器データの取扱い
 本年2月の中間とりまとめでは、MDMS等にデータ統合する場合のデータ収集方法等について整
理し、必要なシステム対応や費用負担の在り方を具体化することとされたところ。

 特に、収集方法やMDMS等の結合方法については、①インターネット経由、②Bルート（IoTルー
ト）経由、③Aルート経由等複数考えられることから、引き続き検討することとされた。

 結合方法に関して、運用上の利点、相対的なセキュリティコスト等を踏まえ、費用対便益も成
立することから、まずは、Bルート（IoTルート）を採用することとし、今後特定計量事業の拡大
に合わせて、ルートを拡張できるように柔軟な仕様にしておくこととしてはどうか。

 また、特例計量器データの活用にあたっては、運用面、仕様面、制度面に関して、別途検討・整
備が必要。特例計量器とスマートメーターシステムの接続に関する詳細なルールに関しては、次世
代スマメ検における議論のほか、今後、事業者側も交えて議論していくこととしてはどうか。
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（参考）論点１-②. 特定計量制度に基づく特例計量器データの取扱い
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-②. 特定計量制度に基づく特例計量器データの取扱い
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-②. 特定計量制度に基づく特例計量器データの取扱い
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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論点１-③. 利便性の高いBルート通信方式（Wi-Fiの搭載等）
 本年2月の中間とりまとめでは、Bルート通信方式について、電波強度や利便性等がどの程度変
化するかなど、技術的検証等を実施し、採用方式を判断することとされたところ。

 技術的観点から検討したところ、Wi-Fi（2.4GHz）により、最低限の範囲に電波を到達させるこ
とは可能であるものの、障害物に強い等の電波特性を持つWi-SUN（920MHz）の優位性は
高く、Wi-SUNは引き続き搭載すべきと考えられる。

 その上で、無線方式には幅広い選択肢があり、 920MHz帯Wi-Fi等の将来的な可能性や技術
進歩の速さなどを踏まえると、その時々の需要家のニーズに合わせた無線を利用できるように、次
世代スマメに接続ポートを設置するなど、柔軟性を確保することが有効ではないか。

 費用面においても、接続ポート搭載はWi-Fi搭載より費用減が期待できる。特にUSBに関して
は、汎用性が高い上、安価であり、電源供給も可能。

 以上を踏まえて、Bルートの利便性・柔軟性に資するものとして、様々な通信方式に対応できるよ
うに、接続ポートとして、USBを搭載することとして、具体的な仕様を検討するとしてはどうか。

 ただし、具体的な仕様検討に際して、セキュリティに重大な懸念があると認められるときは、立ち返っ
て再検討することとしてはどうか。
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（参考）論点１-③. 利便性の高いBルート通信方式（Wi-Fiの搭載等）
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）



19

（参考）論点１-③. 利便性の高いBルート通信方式（Wi-Fiの搭載等）
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-③. 利便性の高いBルート通信方式（Wi-Fiの搭載等）
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-③. 利便性の高いBルート通信方式（Wi-Fiの搭載等）
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-③. 利便性の高いBルート通信方式（Wi-Fiの搭載等）

第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-③. 利便性の高いBルート通信方式（Wi-Fiの搭載等）
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点１-③. 利便性の高いBルート通信方式（Wi-Fiの搭載等）
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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論点１-④．共同検針の仕様検討
 本年2月の中間とりまとめにおいて、2021年夏の「共同検針インターフェース検討会議」のとりまと
め結果を、次世代スマメ検の検討に反映することとされた。

 共同検針インターフェース会議より、事業者間のニーズ調査結果等を踏まえて、共通仕様の検討
の議論を進め、本年8月に共同検針運用ガイドライン他を取りまとめた旨、報告があった。

 この中で、IoTルート無線方式に関しては、利用事業者の要望や新技術の導入に柔軟に対応で
きるように、下記①～⑤より、最低1種類を採用することを基本とした上で、2種類目として①～⑤
以外の無線方式を採用することを妨げるものではないとされた。

 最低1種類採用する方式については、利用事業者等の要望に配慮した上で、仕様の統一による
システムコストの低減等を考慮して、共通の方式を検討してはどうか。

第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料2（共同検針イン
ターフェース会議資料）より抜粋



26

論点１-⑤．仕様及び調達のあり方（共通化に向けた検討等）
 本年2月の中間とりまとめにおいて、具体的な調達仕様案、調達方法等については、来年度の次
世代スマメ検等でフォローアップを行うこととされた。

 送配電網協議会より、拡張性等に留意しつつ、計器の機能配置の統一や外部インターフェースの
統一をはじめ、仕様統一に向けた検討を進めている旨報告があった。

 今後、次回の次世代スマメ検では、筐体や構造、データ提供方式等のシステム仕様の統一など
仕様統一に関する残りの論点について報告いただくとともに、各社ごとの具体的な進捗報告を
開始することとしてはどうか。

 また、フォローアップの全体像としては、各社ごとに、RFIを行う前に、調達の実施計画や検討内
容等を報告していただくことを基本とし、その後、仕様及び調達の検討状況や次世代スマメの導
入計画等について、定期的に報告していただくこととしてはどうか。

 具体的なフォローアップ項目は、以下の内容が考えられるが、他に検討すべき論点はないか。
＜フォローアップ内容＞
１．「仕様統一」や「共同調達」の検討の全体像について
・フレキシビリティや後悔値最小法等に基づき検討できているか。 等

２．各社毎の仕様及び調達の検討状況について
○具体的な調達仕様案
○調達方法案
・RFI、RFP、競争入札等の実施計画
・各社の次世代スマメの導入計画 等
○データ提供やシステム構成
・新スマメ導入にあたり、将来的にどのように見直していくべきと考えているか。
・フレキシビリティや後悔値最小法等に基づき検討できているか。等
○取得データの活用
・自社での活用についてどのような検討を行っているか。等
○通信部/通信方式、計量器
・１N、マルチホップ等をどのように検討したか。等
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（参考）論点１-⑤．仕様及び調達のあり方（共通化に向けた検討等）
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料3（送配電網協議
会資料）
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（参考）論点１-⑤．仕様及び調達のあり方（共通化に向けた検討等）
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料3（送配電網協議
会資料）



１．低圧メーターの主な標準機能について

２．高圧・特高メーターの主な標準機能に
ついて
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本日御議論いただきたい点について（高圧・特高メーター関係）

 高圧・特高メーター関しては、以下の論点につき、御議論いただきたい。
論点２-① 遠隔アンペア制御機能
論点２-② 取得項目（有効電力量・無効電力量・電圧）・粒度頻度
論点２-③ データの保存期間・記録期間
論点２-④ Bルート通信方式・粒度



（参考）現行の高圧・特高スマートメーターの仕様との比較

：仕様変更なし ：仕様変更案 ：論点あり

※１ 上位システムからの照会（ポーリング）によりスマートメーターのデータを取得する機能
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次
世
代
の
仕
様

Aルート（取得頻度・通知時間）計測粒度 記録期間計測項目 付随機能Bルート
現
行
の
仕
様

（全データ）
30分毎 ・ 30分以内30分値

瞬時値 ポーリング※１、
Bルートで取得可能

有効電力量
無効電力量 45日間

有効電力量 －

２年間

－

計測粒度

５分値

記録期間計測項目

精算に
必要な期間

データの
サーバー送信
等に必要
な期間

（全データ）
30分毎 ・ 30分以内

Aルート（取得頻度・通知時間）

１分値 60分間

5分値のリアルタイムデータやヒスト
リカルデータの高頻度取得

付随機能

【論点2-①】
遠隔アンペア制御
機能

30分値
(15分値は
計量器に
記録のみ)

３年間を軸
に検討

保存期間

計量器 通信・システム
保存期間

Ethernet

ポーリング※１、
Bルートで取得可能

 本日御議論いただきたい主な論点

有効電力量
無効電力量

有効電力量
無効電力量

有効電力量

【論点2-②】
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【参考（継続論点）】
Bルート通
信方式
(Ethernet、
USB、
SPE）

Bルート

【参考
（継続論点）】
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論点２-①．遠隔アンペア制御機能
 低圧メーターでは遠隔アンペア制御機能は導入することとされたが、高圧・特高メーターについては、
構造上、遠隔アンペア制御機能の発動に必要となる、開閉器を持っていないことから、遠隔アンペ
ア制御機能の搭載が困難。

 このため、高圧・特高メーターについては、遠隔アンペア制御機能は非搭載とすることでよいか。
 他方、この場合、低圧需要家と高圧・特高需要家の間で、系統運用上の不公平性が生じるこ
ととなる。このため、メーターに限らず、技術的にどのような代替策があるかも含め、引き続き検討を
行うこととしてはどうか。
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（参考）論点２-①．遠隔アンペア制御機能
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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論点２-②．取得項目（有効電力量・無効電力量・電圧）・粒度頻度
 本年2月の中間とりまとめにおいて、高粒度の有効電力量・無効電力量・電圧を取得することで、
高度な配電系統の運用が期待され、高度な運用管理による再エネの導入量拡大等が可能とな
る、という便益が示されている。

 この際、高圧・特高メーターにおいては、有効電力量・無効電力量は既に取得・活用されており、
追加的に電圧を取得できるかが論点となる。

 野村総合研究所の資料にて言及がなされたように、設備構成上の理由により、系統の電圧を直
接取得できない中、間接的な電圧取得が可能か検討を行ったが、変圧比の精度が電圧計測に
誤差を生じさせ、間接的に電圧を計測できたとしても、系統運用に用いることは難しいと明らかに
なった。

 この結果を踏まえ、高圧・特高メーターの取得項目に関しては、現行どおり、有効電力量・無効電
力量とすることとしてはどうか。

 粒度や頻度に関しては、前述の便益も踏まえて、5分値のリアルタイムデータやヒストリカルデータ
を低圧よりもさらに高頻度で取得できないか、Aルート経由でMDMSまで結合するための詳細費
用を精査中。次回の次世代スマメ検において、詳細な費用対便益試算結果を報告することとした
い。
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（参考）論点２-②．取得項目（有効電力量・無効電力量・電圧）・粒度頻度
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点２-②．取得項目（有効電力量・無効電力量・電圧）・粒度頻度

第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点２-②．取得項目（有効電力量・無効電力量・電圧）・粒度頻度

第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点２-②．取得項目（有効電力量・無効電力量・電圧）・粒度頻度
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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論点２-②．取得項目（有効電力量・無効電力量・電圧）・粒度頻度
 将来的な15分市場への対応については、本年2月の中間とりまとめにおいて、低圧メーターにおけ
る15分値に関して、まずは計量器に保存しておくこととし、ソフトスイッチにより送信データを切り替え
られるようにしておくこととされた。

 野村総合研究所の報告によると、計量器への機能付加（計測機能＋メモリの増設）に関する
単価は低圧と概ね同様であり、低圧メーターの約1％の数量である高圧・特高メーターについては、
低圧同様、15分値に関しては、将来的な15分市場を見据え、保存しておくこととしてはどうか。
また、この際、ソフトスイッチにより送信データを切り替えられるようにしておくこととしてはどうか。
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（参考）論点２-②．取得項目（有効電力量・無効電力量・電圧）・粒度頻度
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点２-②．取得項目（有効電力量・無効電力量・電圧）・粒度頻度
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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論点２-③. データの保存期間・記録期間
 本年2月の中間とりまとめにおいて、低圧メーターにおける計量器でのデータの記録期間については、

- 電気料金の精算に使用する30分有効電力量（15分に切り替えられた場合は15分電力量）
については、料金精算に必要な任意の期間（現行は約45日間）

- 有効電力量・無効電力量・電圧の高粒度データ（5分値）については、必要な計量器のデー
タをサーバーに移動するための時間や、災害時等に事後的にデータ収集を行うための時間等を
加味した任意の期間と取りまとめられたところ。

 また、電力データをサーバーに移した後の、電気料金の精算に使用する30分有効電力量（15分
に切り替えられた場合は15分電力量）や、有効電力量・無効電力量の高粒度データ（5分
値）のサーバーにおける保存期間は３年間と取りまとめられたところ。

 高圧・特高においても、同様の整理の下、低圧同様の期間、データを計量器に記録し、サーバー
にて保存しておくこととしてはどうか。
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（参考）論点２-③. データの保存期間・記録期間
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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論点２-④. Bルート通信方式・粒度
 Bルートのデータ粒度に関しては、本年2月の中間とりまとめにおいて、低圧メーターでは、Bルートの
データ欠損に対し再取得を可能とするために、有効電力量の1分値を60分間保存しておくことと取
りまとめられたところ。

 野村総合研究所の報告によると、計量器への機能付加（計測機能＋メモリの増設）に関する
単価は低圧と概ね同様であり、低圧メーターの約1％の数量である高圧・特高メーターについては、
費用対便益も成立するため、低圧同様、1分値を60分間保存しておくこととしてはどうか。

 高圧・特高メーターのBルート通信方式として、分散型電源の拡大や需要家の利便性等に資する
方法を検討する必要。現状、Ethernet（有線）が用いられているが、有線のニーズのみならず、
無線のニーズやそれに伴う電源供給のニーズも存在。電源供給に関して、既存の変成器の対応
可能性等も含めて、より詳細な検討が必要であるところ、引き続き検討していくこととしてはどうか。
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（参考）論点２-④. Bルート通信方式・粒度 第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点２-④. Bルート通信方式・粒度
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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（参考）論点２-④. Bルート通信方式・粒度
第6回次世代スマートメーター制度検討会
(2021年9月1日) 資料1（NRI資料）
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今後の進め方について
 今年冬頃迄に、高圧・特高メーター機能検討、サイバーセキュリティ対策に関して、議論を行うこと
とし、一般送配電事業者による仕様検討状況や調達等の進捗に関しては、今年度より、各社ご
とにフォローアップを開始することとしたい。

 なお、今回の低圧・高圧のBルートの仕様変更やセキュリティ要件の再検討等に伴い、スマートハウ
ス・ビル標準・事業促進検討会にて取りまとめられた「Bルート運用ガイドライン（2013年初版）」
についても見直しを検討する必要があり、今後、当該検討会と連携して、次世代スマメ検において
も議論していくこととしたい。
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